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◆血圧で何がわかるの？ 
血圧の高い低いによって、さまざまな病気になる（なってい

る）可能性を知ることができます。血圧計で血圧を測らない限

り、自分の血圧が正常かどうかを知ることはできないため、 

◆そもそも血圧って？ 

定期的に測ることが大切です。 

血圧の異常は体に何らかの問題が起こっている（起こりつつある）というシグナ

ルです。異常のあった際は、速やかに専門医の診察を受けることをお勧めします。 

 

「血圧」とは、心臓から送り出された血液が、動脈（特に 

上腕動脈）の血管の内壁を押す力（圧力）のことをいいます。 

低血圧の場合は原則として治療の必要はないとされ、あま

り問題視されない傾向ですが、高血圧の状態が長く続くと、

動脈硬化が引き起こされ、様々な疾患の原因になります。 
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みなさん、血圧を計っていますか？ 

日本における高血圧の人口は約 4000 万人ともいわれており、30～40 代

の高血圧者の 8～9 割が未治療、高血圧者全体のうち半数は管理不十分との 

データがあります。高血圧を放置すると、自覚症状のないまま突然心血管病を引き起

こし、症状が出た時にはすでに手遅れになることも・・・ 

高血圧は早期発見・早期治療が大切なのです！！ 



― 2 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血圧の正常値をご存じですか？ 

下記の値は診察室で測定した場合の血圧値です。家庭血圧は下記の値より 5mmHg

低い値を目安にしてください。 

血圧は測り方次第で数値が大

きく変わってしまいます。 

血圧の状況をきちんと把握す

るために、毎日なるべく同じ時

間帯に、正しい測り方を継続し

ましょう。 

 

◆血圧の正常値って？ 

◆血圧の測り方は？ 

◆毎日血圧を測りましょう！ 

最高血圧 最低血圧 受診の目安

Ⅲ度高血圧 ≧180 ≧110

Ⅱ度高血圧 160～179 100～109

Ⅰ度高血圧 140～159 90～99
生活習慣を改善しても数値が改善しない
なら、医療機関を受診する

高値血圧 130～139 80～89
特定保健指導を積極的に活用し、生活習
慣を改善する

正常高値血圧 120～129 ＜80

正常血圧 ＜120 ＜80

すぐに医療機関を
受診する高

血
圧

正
常
域
血
圧

今後も継続して健診受診をする

血圧が正常値を超えて異常値になると、急に脳梗塞になる訳ではないですが、高

いまま放置することで突然死するリスクが健常者より大幅にアップします。  

140 未満が血圧の正常値ですが、異常値の症状を気にするよりは毎日計測して、

数字を把握して管理することが重要です。 

当院では、ご希望の方に血圧を管理する「手帳」

をお渡ししております。 

自宅で毎日血圧を測定する習慣を身に付ける 

ことで、高血圧の予防・改善につなげましょう。 
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太鼓のばちのように指先がふくらんだ形

になっていたら、指先の血流量の増加が疑

われます。 

表面が薄くはがれる症状の原因の

一つに貧血があります 

＜黄色っぽい＞ 
手足の 20 本の爪すべてが厚く、黄色

っぽくなり、爪が伸びるのが遅いと感じ

たら、気管支や副鼻腔の不調が原因の、

「黄色爪症候群」が疑われます。 

・気管支の不調 

・副鼻腔の粘膜の炎症 

 

 

爪は、指先を護る重要な役割を果たしていますが、特に気にせず日々を過ごして

いる方も多いのではないでしょうか？実は全身の健康状態を表すサインを送って

くれる大切な存在でもあります。改めて爪のことをよく知り自分の健康を見つめ直

してみましょう。 

 

爪は皮膚の一部です。 

爪は、髪と同じタンパク質の一種・ケラチンで構成

され、皮膚の角質が変化して硬くなったものです。爪

の役割は、指先を保護することや小さな物をつかみや

すくすることなどです。足の爪には、安定して体を支

え、歩く時にも指先に力を入れる働きを担っています。 

 

＜ばち爪＞ 

＜表面の剥がれ＞ 

・低色素性貧血 

・心肺機能の不調 

・肝臓の不調 

・慢性的な下痢 
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＜周囲が赤い＞ 

手足のほとんどすべての爪の

周囲が赤く、はれてきた場合は、

「皮膚筋炎」の始まりかもしれま

せん。 

・免疫異常 

・ウイルスなどの感染 

・内臓の悪性腫瘍気管

支の不調 

・副鼻腔の粘膜の炎症 

貧血が原因で、爪が白っぽい

状態になることがあります。 

春になると恒例の「健康診断」。そういえば子供の頃の身体測定では「座高測定」という項目が

あり、足が長い、短いが数値化されるという悲劇が・・・。子供ながらに、人生の不平等さを痛感

した覚えがあります。この「座高測定」は、戦時中「内臓の発育を確認するため」に始まったそう

ですが 2016年に廃止されました。ホッとしました。 

今年もまた健康診断が目前に迫り、「体重測定」も廃止になればいいのになぁと、切に願う今日

この頃です。 

・鉄欠乏性貧血 

・肝臓の不調 

＜赤褐色＞ 
腎臓が悪い場合には、爪の根

元半分がすりガラスのように白

くなり、先の方は赤褐色を帯び

る場合があります。 

＊6 月 1 日（日）  ＊7 月 6 日（日）   

  
 

次回は令和 7 年 7 月 7 日（月）に発行予定です ＜経営企画部＞ 

 

 

   井  藤      孝   医 師  6  /  1 3 （金）  ～  6  / 1 4 （土） 

   呉     東  進 医 師  6  /  2 5 （水）  ～  6  / 2 6 （木） 

   井  藤      孝   医 師  7  /  1  （火）  ～  7  / 2  （水） 

   呉     東  進 医 師  7  /  2  （水） 

 

・腎臓の不調 

＜白っぽい＞ 

※変更する場合もありますので、受付窓口近くの掲示板にてご確認ください。

 

 

 

 

受付時間 ９：００～１６：３０  

 


